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都道府県名 月　日 活　動　報　告

青森県 11月22日 業務災害に関する講習会　19名参加

岩手県 4月19日 令和4年度第1回役員会

5月25日 令和4年度通常総会

9月15日 令和4年度第2回役員会

秋田県 特になし

宮城県 特になし

山形県 9月15日 役員会開催

10月6日 役員会開催

12月10日 研修事業　スキルアップ研修会(5S活動についてディスカッション)

福島県 9月24日 青年部賛助会ゴルフコンペ・懇親会　20名

9月29日 第4回役員会　7名

10月27日 第5回役員会　8名

11月11日 青年部めっき工場見学会　9名

（青年部助成金申請）

11月16日 全構協と青年部代表者との意見交換会　出席

12月3日 第6回役員会兼青年部忘年会・ゴルフコンペ　12名

都道府県名 月　日 内　　　　容

青森県 地元の中小見積物件は夏場以降減少傾向にあるが、

活発な県外の大型工事の影響もあり、８割の

工場が100％以上の稼働率で、全体的には高水準で

手持ち工事を維持している。しかし、鋼材価格は

まだ高値が続くとみられ、今後は電気・ガス・

運送費用など冬場の経費支出が深刻で、各社とも

予算管理・経費の見直し等対応が必要な状況である。

また、公共工事の規模縮小や、民間工事も

工期・設計変更などが相次いで、製作の待ちが発生したり、

経費がかさむ要因になり、受注価格に

うまく転嫁できず不満の声が増加している。今後年明け以降も先行きが

不透明な厳しい状況は続くと見られ、

適正な利益を確保する為、工場加工費を下げすぎないよう、

組合員間同士で呼びかけ

合っている。

岩手県 11月末までの時点で各社稼働率は100％近くとなっているが、山積みは

バラつきがあり、特にＨグレード以外においては３カ月弱程度となって

いる。

2．近況報告・市況等

靍田　安一

1．都道府県青年部の活動報告

令和 4 年度　青年部活動報告書（令和4 年9月 ～令和4 年12月）

全青会理事提出日　第3回　令和4年12月22日

東北ブロック

令和4年12月22日



秋田県 会員各社の状況として

稼働率70～110％、手持ち工事量1～8か月と各社ばらつき

がある状態

地元中小案件は冬場ということもあり少ない。

鋼材高値に加え電力、溶材、消耗品の値上がり、

更に冬場のため様々な支出が予想

される為、価格転嫁が厳しい状況にある

宮城県 足元はグレード関係なく忙しい模様。

山積みはＨグレードで1年。Мグレードは３ヶ月。

Ｒ・Ｊグレードは、１・２ヶ月。グレードにより、ばらつきがある。

引合いは多いが、なかなか具体的な情報がない。

来年も不透明な工期での山積みや、鋼材納期で苦慮しそう。

山形県 Hグレード：稼働率100%以上　

引合いは令和6年過ぎまで　引合い物件が全般的に

大型化している状況。

ただし、鋼材納期や高騰問題で不確定要素が多々あり、

物件によっては中止等の話も出ている。

Mグレード：稼働率100%以上

山積みは令和5年5月～10月頃まで　見積もり状況は春着工の

概算を中心に活発化

Rグレード：稼働率100%以上

福島県 各社、夏から秋にかけて高かった稼働率もだいぶ

落ち着いてきている様子。

受注価格も普通からやや不満であと二割ほど上げたい意見があります。

鋼材入手も特殊なもの以外は普通に入手出来ているようです。

見積りはばらつきはあるようですが、全体としてはやや少ないです。

山積みも各社ばらつきはありますが、各社協力しながら仕事が切れないように

回しているようです。

月　日

12月2日～3日

月　日

都道府県名

宮城県

山形県 研修会やセミナー等について、他地区の活動事例を共有できるようにして欲しい。

福島県 BIM/CIMが騒がれていますが、鉄骨FABにとっての導入メリットについて知りたいです

各地・各会社の人材確保の取組みなど、教えて頂きたい。

　JFEスチール仙台製造所見学会　28名参加、親睦ゴルフ　15名参加

3．ブロックの活動報告

内　　　　容

今後の活動の参考にさせていただきたいです。

4．構造設計者との交流活動の状況報告（各府県で実績があれば記入願います。）

内　　　　容

内　　　　容

5．その他、府県の青年部への協力依頼（仕事・青年部）困った事・全青会への依頼・相談事


